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        新しい議会となりました

  間もなくことしも終わろうとしています。11月の町議選，町長選のさいにはなにかとご迷惑をおかけしました。激戦だった町長選のかげとなって、おかげさまで町議選は無投票で当選させていただきました。ありがとうございました。今後4年間もがんばりますので変わらぬご支援のほどをよろしくお願いいたします。この間、鎮目地区ではいろいろと悲しい出来事もあり、不景気も重なってなんとも暗い年末となっています。20世紀の最後の年となる来年はどんな年になるのか、明るい年になることを願っています。

  さて、議会の方では15日に臨時議会が開かれ次ぎのような議会構成となりました。

 ＠議長          金子満郎  副議長･日野原一富  〔＃印委員長、＄印副委員長〕

 ＠総務委員会  ＃小川一美＄奥山誠、西久保清一、神沢敏美，日野原一富、金子満郎

 ＠土木同      ＃佐藤  昇＄飯島義次、神沢五男、芦沢  昭、田中  望

 ＠教民同      ＃山崎光世＄窪田  泉、山本富貴、山田良文、土橋かずゑ

 ＠議会運営同  ＃山本富貴＄神沢五男、小川一美、佐藤昇、山崎光世、奥山誠

 ＠議会だより同＃神沢敏美＄芦沢昭、山田良文，日野原一富、金子満郎

 また、議会選出の各委員と組合議員も以下のように決まりました。

 監査委員            土橋かずゑ

 東山梨行政事務組合  山崎光世  田中望

 東山梨環境衛生組合  神沢敏美  窪田泉  芦沢昭  日野原一富

 峡東広域水道企業団  山本富貴  奥山誠

 消防委員            神沢五男  西久保清一  山田良文

 簡易水道運営委      佐藤昇    飯島義次  田中望  神沢五男  芦沢昭

  定例の12月議会は21日から25日まで開かれました。金井町長からは条例案や補正予算など13案件が提案されました。条例案の中では、65歳以上の人と15歳以下の人たちに支給されることになった「地域振興券交付事業」の特別会計条例の設置など目新しいものもありました。補正予算では、総額5941万円が提案され、これらを合わせると町の一般会計予算は36億4千万余となります。

  補正予算の主なものは、一人２万円の地域振興券が、町内では約19００人が対象になりますので3900万円。この券は町内の商店のみで使える商品券みたいなもので、国が景気浮揚策のひとつとして新規事業としたものですが、もとはといえばみなさんもご存知のように公明党がはやくから提唱していたものが実現されたものです。

  補正予算のうちには、鎮目区にかかわるものもありました。それは、公民館前の国有地払い下げにかかわるものと、「ふるさと農道」の予算でした。払い下げは区で166万円を負担するわけですが、公民館が町の分館となっていますので予算計上されたものです。また、ふるさと農道の件は、3800万円が減額されることになったものです。これについては一般質問でただしましたのであとから出てきます。

  さて、一般質問ですが最終日の25日にありました。4人が質問しましたが、私は金井町長の2期目のスタートにあたり①選挙中の公約として、町民総参加の町政を述べていたが具体的にはどのように進めるか②公共工事をめぐって、県内で問題が多発しているが、入札制度を透明化する考えはないか③ふるさと農道の減額は政策の変更でもあったのかーを尋ねました。

  町長の答弁としては「総参加の方法としては、町民との対話集会などを各地区で開くことなどしていく。入札については、各課で適正に行っているがさらに検討していきたい。ふるさと農道について政策的変更はなく、山の神付近には2ヵ所の橋を新設するため、予算は一時減額したもので、11年度で5千万円の橋を一つ、12年度にもう一つ作るように県との話し合いになっている、との回答がありました。

  また、他の議員の質問のなかで、通学バスの問題が出されました。これに関連して私も「すでに地元では署名を集め請願の準備をしている、3月議会には出せる予定なので、町の方でも事前に対応してほしい」と要望しておきました。

  町議会も初めて女性議員が誕生したりしてにぎやかになってきました。来年はまた正月の知事選やら4月には県議選など予定されています。”選挙はもう結構“の気分ですが、世のなかそうばかりいってはおられません。鎮目区でもまた来年3月には区長の改選の時期がやってきます。名案を考えておいてください。

  来年といえば、1月10日の日曜日に町の消防出初め式がスポーツ広場で行われます。近くですからご観覧ください。西関東連絡道路の建設も進んでいます。トンネルはどの辺までいっていることでしょう。では、みなさまにはおかわりなく、よい年をお迎えください。ではまた3月議会まで、さようなら。

